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日頃より、本市の公共交通施策にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
現在、本市では市民の皆様の移動手段の確保・維持を図るため、公共交通のあり方を
検討しています。
本アンケート調査は、本市の公共交通の将来を考える参考とするため、現在の公共交
通の利用状況や公共交通に関する率直なご意見・ご要望等をお伺いするものです。
ご回答いただきました内容は、すべて統計的に処理し、市の公共交通施策の検討にのみ利用するものであり、回
答者の個人が特定されたり、他の目的に利用することは一切ございません。
お忙しい中、誠にお手数ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

令和７年２月 真庭市役所 生活環境部 くらし安全課 ／電 話：0867-42-1017

【ご回答にあたってのお願い】

≪あなたご自身に関すること≫

1. 回答は番号等に○をつけていただくものと必要事項やご意見をご記入いただくものがあります。
2. ご記入が終わりましたら、このアンケート用紙を返信用封筒に入れ

令和７年３月 21日（金）までに郵送ください。（返信用封筒に切手は不要です）

インターネットでの回答も可能です。 回答フォーム→
『まにこいん』アプリから回答いただくと抽選で 200 まにぃポイントを進呈します！
まにこいんアプリを利用されていない方は右の QR コードからご回答ください。

【問１】 あなたご自身のことについてお伺いします。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。
１．お住まいの地域
１.北房 ２.落合 ３.久世 ４.勝山 ５.美甘 ６.湯原 ７.中和 ８.八束 ９.川上 10.その他

２．性別
１.男性 ２.女性 ３.無回答

３．年代
１.10 歳代 ２.20歳代 ３.30 歳代 ４.40 歳代 ５.50 歳代 ６.60 歳代 ７.70 歳代 ８.80 歳代以上

４．世帯構成
１.ひとり暮らし ２.夫婦のみ ３.二世代（親又は子と同居） ４.三世代同居 ５.その他

真庭市地域公共交通に関するアンケート調査

『真庭市地域公共交通』に関するアンケート調査のご協力のお願い
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≪コミュニティバスまにわくんに関すること≫

５．職業等
１.高校生 ２.学生（大学生、専門学校等）予備校生 ３.自営業、会社経営者、農林業従事者
４.会社員、公務員、団体職員など（常勤） ５.パート、アルバイト、非常勤など
６.収入を得る仕事はしていない ７.その他

６．世帯としての自家用車の有無
１. ある（ 台）２.ない

７．日常生活で自動車・バイク・原付のいずれかを運転できる
１.運転できる ２.運転できない

８．自家用車の送迎
１. 平日に送迎を頼むことのできる人がいる ２.平日に送迎を頼むことのできる人がいない

【問２】 運転免許証の返納についてお伺いします。
１．運転免許証の返納について、あなたのお考えに近い番号１つに○をつけてください。
１．運転免許証を持っていない ⇒問３に進んでください
２．返納していないし、現在のところ返納しようとは考えていない ⇒問３に進んでください
３．返納した（いつ返納しましたか 歳のとき）
４．返納していないが、いずれ返納しようと考えている（ 歳ごろ）

２．「返納した・返納しようとしている」と回答された方にお伺いします。運転免許を返納したとき、日常の主な交通手段は、
どのように考えていますか。あなたのお考えに近い番号１つに○をつけてください。
１．家族や近所の人・知人に送迎を頼む ２．自転車、徒歩 ３．JR姫新線
４．コミュニティバスまにわくん ５．チョイソコまにわ ６．さくらバス
７．路線バス（中鉄北部バス、備北バス） ８．タクシー ９．その他

【問３】 『コミュニティバスまにわくん』についてお伺いします。
１．あなたはコミュニティバスまにわくんをどれくらいの頻度で利用しますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。
１．週５日以上 ２．週３～４日程度 ３．週１～２日程度 ４．２週間に１日程度
５．月に１日程度 ６．年に数日程度 ７．ほとんど利用しない ⇒問４に進んでください。

２．コミュニティバスまにわくんの満足度について、あてはまる番号１つに〇を付けてください。

（１）運行本数 １．非常に満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．非常に不満
（２）運賃 １．非常に満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．非常に不満
（３）乗継 １．非常に満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．非常に不満
（４）車両や待合所 １．非常に満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．非常に不満
（５）起点・終点 １．非常に満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．非常に不満
（６）始発時刻 １．非常に満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．非常に不満
（７）終発時刻 １．非常に満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．非常に不満
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≪チョイソコまにわに関すること≫

≪ＪＲ姫新線に関すること≫

≪日本版ライドシェアに関すること≫

【問４】 『チョイソコまにわ』についてお伺いします。チョイソコまにわは、今年度から本稼働している落合・久世・勝山
(一部地域を除く)地域で利用ができる予約型の乗合交通です。民間企業の主体で運営しており、１乗車 400
円(減免 200 円)で、現在、登録者数は 1,400 人を超え、月 650 件程度の利用があります。
１．あなたのチョイソコまにわの認知度を伺います。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。
１．利用したことがある ２．利用したことはないが知っている ３．聞いたことはあるが良く知らない ４．全く知らない

【問５】 ＪＲ姫新線についてお伺いします。
１．あなたはＪＲ姫新線をどれくらいの頻度で利用しますか。あてはまる番号１つ に○をつけてください。
１．週５日以上 ２．週３～４日程度 ３．週１～２日程度 ４．２週間に１日程度
５．月に１日程度 ６．年に数日程度 ７．ほとんど利用しない・全く利用しない ⇒５.に進んでください。

２．姫新線を利用する際の最寄りの駅はどこですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。
１．美作追分駅 ２．美作落合駅 ３．古見駅 ４．久世駅 ５．中国勝山駅
６．月田駅 ７．富原駅 ８．その他

３．姫新線の駅までの主な移動手段を２つ以内で選んで番号に〇をつけてください。
１．自分で自家用車を運転 ２．家族や近所の人・知人の送迎 ３．バイク・原付 ４．自転車 ５．徒歩
６．バス（コミュニティバスまにわくん、中鉄バス） ７．チョイソコまにわ ８．タクシー ９．その他

４．ＪＲ姫新線の利用目的を２つ以内で選んで番号に○をつけてください。
１．通学 ２．通勤 ３．通院 ４．買い物 ５．趣味・娯楽・教養 ６．家族等の見舞い ７．その他（ ）

５．ＪＲ姫新線を利用していて不便・不満に感じることはありますか。また、１.で「ほとんど利用しない・全く利用しない」と回
答された方は利用しない理由を 3 つ以内で選んで番号に○をつけてください 。
１．料金が高い ２．所要時間が長くかかる ３．運行本数が少ない ４．運行時刻（時刻表）が分かりにくい
５．駅が遠い ６．バスとの接続が悪い ７．運行情報が分かりにくい ８．目的地近くまで行けない
９．車両・駅などがバリアフリーに対応できていない 10．自分で自家用車を運転している
11．家族や近所の人・知人に送迎を頼む 12．特にない 13．その他（ ）

【問 6】 国土交通省は、「交通空白」（駅、バス停やタクシーなどが近くになく公共交通が利用できない地域）の
解消に向け、乗合タクシー、公共ライドシェア(コミュニティバス含む)、日本版ライドシェア等による移動手段の確保
を進めています。日本版ライドシェアは、専用の配車アプリ等を活用し、タクシー事業者が管理する地域の自家用
車・一般ドライバーが有償で運送サービスを提供するものです。
１．あなたの日本版ライドシェアの認知度をお伺いします。あてはまる番号１つ に○をつけてください。
１．利用したことがある ２．利用したことはないが知っている ３．聞いたことはあるが良く知らない ４．全く知らない

２．『運転免許証と自家用車をお持ちの方』にお伺いします。ライドシェアの仕事をしてみたいですか。あなたのお考えに近い
番号１つに○をつけてください。
１．してみたい ２．少ししてみたい ３．あまりしたいとは思わない ４．したいと思わない ５．どちらともいえない
※その理由を教えてください（ ）
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≪公共交通の公的負担に対する考え方に関すること≫

≪公共交通の利用促進に対する考え方に関すること≫

≪公共交通に関するご意見、ご要望≫

ご協力ありがとうございました。
※記入したこのアンケート用紙を返信用封筒に入れ、３月 21 日（金）までに投函してください。

【問７】真庭市では、令和６年度予算ベースで、年間およそ１億 5千万円（市民一人当たり約 3,570 円）を市が公
的負担をして、公共交通の維持を行っています。
近年、利用者が少なくなり収入が減る一方で、人件費・燃料費の高騰やバスの老朽化による修繕料の増大などで運行

に係る費用が増加し、さらには国からの補助金の減少等により、市の負担額は増える傾向にあります。
【参考】市民一人当たり約 3,570 円の内訳

１．あなたの公共交通の公的負担に対する考え方のうち①サービス水準、②利用者の負担、③公的負担の 3 つの視点
で、あてはまる番号１つ に○をつけてください。
１．利用者の負担や公費負担を増やしてでも、今以上に公共交通のサービス水準の向上を図るべき
２．利用者の負担を増やし、公費負担を抑えながら、現状の公共交通のサービス水準を維持するべき
３．利用者の負担は現状のままで、公費負担を増やしてでも、現状の公共交通のサービス水準を維持するべき
４．利用者の負担は現状のままで、利用者の少ない路線は廃止や便数の縮小を図りながら公費負担を抑え、現状の

公共交通サービス水準を維持していくべき
５．わからない

項 目 金 額
コミュニティバスまにわくん 2,830 円
チョイソコまにわ 550 円
さくらバス、津山・富共同バス 190 円

【問８】近年、道路渋滞や環境、個人の健康などに配慮し、過度に自家用車に頼る生活から、自発的に公共交通や自転
車などへ転換する考え方(モーダルシフト)が広がっています。

１．あなたは、このような考えに賛同し、今後公共交通をこれまでより 1回でも多く利用する意向がありますか。当てはま
る番号１つに○をつけてください。

１ある ２ない ３どちらともいえない


